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　高岡市男女平等推進プランでは、男女が共に

十分に能力を発揮し、責任を担い参画してい

くため、地域活動の場での協働や、男女平等・

共同参画の推進を重要な課題の一つとし

て掲げています。 

　そして、その課題解決のための取り

組みの一つとして、行政と市民・事業者

等が、防災・災害復興・観光・環境保全等

の様々な分野における協働のまちづくりを

進め、女性の関心や知識・経験を活かした地

域課題の発見・解決に努めることなどを、男女

共同参画を推進することとしています。 

　
こ
の
ま
ま
大
量
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
を
排
出
し
続
け
る
と
、
二
一
〇
〇
年
に
は

一
九
九
〇
年
に
比
べ
最
大
で
６
・
４
℃
の
気
温
上

昇
と
の
予
測
も
あ
り
ま
す
。 

　
そ
れ
に
と
も
な
い
、
異
常
高
温
や
氷
河
が
溶
け

る
こ
と
に
よ
る
海
面
上
昇
、
台
風
の
強
大
化
、
環

境
の
変
化
に
よ
る
生
物
の
絶
滅
、
干
ば
つ
や
水
不

足
、
農
産
物
の
収
量
が
減
る
こ
と
に
よ
る
食
料
不

足
、
マ
ラ
リ
ア
病
な
ど
の
熱
帯
性
の
感
染
症
の
被

害
範
囲
の
拡
大
な
ど
が
大
変
心
配
さ
れ
ま
す
。 

　
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
は
今
、
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
少
な
い
低
炭
素
社
会
へ
の
転
換
が
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。 

地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境
変
化 

●過去の気温と将来の気温上昇の予測 

●世界の二酸化炭素排出量の削減目標 

　
地
球
温
暖
化
が
こ
の
ま
ま
進
ん
だ
ら
、

子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
、
孫
た
ち
の
未

来
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う

か
…
。
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
る
う
え
で
、
未
来
の
地

球
環
境
は
大
切
な
こ
と
。 

　「
環
境
保
全
」
の
分
野
の
施
策
・
方

針
決
定
の
場
に
も
、
女
性
の
参
画
が
進

む
こ
と
に
よ
っ
て
視
点
が
広
が
り
多
様

性
が
生
ま
れ
、
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
た

ら
す
の
で
は
と
考
え
、
今
回
こ
の
テ
ー

マ
を
採
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
２０
年
版
男
女
共
同
参
画

白
書
に
よ
る
と
、
最
近
で
は
地
域
の
つ

な
が
り
が
希
薄
化
し
、
地
域
活
動
へ
の

参
画
率
も
低
調
な
一
方
で
、
地
域
の
様
々

な
活
動
に
対
す
る
女
性
の
意
欲
は
高
ま

っ
て
お
り
、
地
域
活
動
の
担
い
手
と
し

て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と

い
い
ま
す
。 

　
世
界
的
な
環
境
保
全
の
課
題
、
富
山

県
や
高
岡
市
内
の
地
域
活
動
・
企
業
活

動
の
事
例
を
見
な
が
ら
、
わ
た
し
た
ち

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
ま
す
。 

～活かそう、女性のちから～ 

ザ・温
暖化 

ザ・温
暖化 
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エネルギーを大量に 
消費する生活を続けた場合 

環境を守って、 
エネルギーを 
循環利用する 
生活に変えた場合 
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（単位：億トン（二酸化炭素換算）） 

二
酸
化
炭
素
排
出
量 

50年後には 
排出量を半分に 

今の排出量 

～活かそう、女性のちから～ 
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現
在
、
温
暖
化
に
よ
る
被
害
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
を
大
量
排
出
す
る
日
本
（
排
出
量
が
世
界
第
４

位
）
の
よ
う
な
豊
か
な
国
よ
り
も
、
排
出
量
の
少

な
い
貧
し
い
国
々
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
自
然
災
害
や
食
糧
不
足
が
起
こ
る
と
、
社
会
的
・

経
済
的
・
健
康
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
は
よ

り
深
刻
な
影
響
を
受
け
ま
す
。 

　「
世
界
で
貧
困
状
態
に
あ
る
１１
億
人
の
約
７０
％

は
女
性
と
も
言
わ
れ
、
例
え
ば
、
世
界
の
非
識
字

者
の
３
分
の
２
を
女
性
が
占
め
る
」（
外
務
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）、
地
球
温
暖
化
は
そ
の
よ
う

な
女
性
の
教
育
の
機
会
や
健
康
的
な
生
活
を
も
奪

い
、
よ
り
い
っ
そ
う
社
会
参
画
し
に
く
い
状
況
を

つ
く
り
出
し
ま
す
。 

　
平
成
２０
年
版
男
女
共
同
参
画
白
書
に
よ
る
と
、

「
環
境
問
題
に
取
り
組
む
際
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
始
め
と
し
て
生
活
者
の
視
点
か
ら
興
味
・
関
心

を
抱
く
場
合
も
多
く
、『
環
境
』
は
、
女
性
の
関

心
も
高
い
分
野
」
で
す
。 

　
女
性
の
意
欲
や
能
力
を
地
域
に
活
か
す
こ
と
は
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
地
域
社
会
に
と
っ
て
も
有

益
で
す
し
、
実
践
的
な
活
動
を
通
じ
て
女
性
自
身

の
成
長
が
図
ら
れ
る
と
い
う
双
方
向
の
効
果
を
も

た
ら
す
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
女
性
が
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
機
会
は
少
な
く
、

女
性
の
力
が
十
分
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

課
題
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

　
要
因
と
し
て
は
、「
家
事
や
育
児
は
女
性
の
役

目
」「
世
帯
や
組
織
の
代
表
は
男
性
」
と
い
っ
た

固
定
的
役
割
分
担
意
識
や
、
共
働
き
率
が
高
い
富

山
県
女
性
に
と
っ
て
は
、
地
域
活
動
に
参
画
す
る

時
間
が
と
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
や
、
参
画

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

　
ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
な
か
で
も
節
電
・

節
水
や
地
産
地
消
を
考
え
た
食
材
・
食
品
選
び
、

リ
デ
ュ
ー
ス（
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
）・
リ
ユ
ー
ス

（
再
利
用
）・
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
日
常
生
活
を
地

域
か
ら
変
え
て
い
く
取
り
組
み
に
は
、
女
性
の
意

識
や
行
動
力
が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
学
ん
だ
り
、
社
会
参
画
の
機
会
を

積
極
的
に
つ
く
る
な
ど
、
生
活
習
慣
や
地
域
づ
く

り
に
関
わ
る
分
野
で
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　「
高
岡
市
環
境
指
針
」（
平
成
２０
年
・
高
岡
市
）
で
は
、
環
境
に
大
き
な

負
荷
を
か
け
な
い
『
健
や
か
で
美
し
く
豊
か
な
環
境
の
ま
ち
』
を
め
ざ

し
、
市
、
事
業
者
及
び
市
民
が
、
参
加
・
協
働
し
て
、
共
に
環
境
の
保

全
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
高
岡
市
の
発
展
を
図
る
こ
と

を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
環
境
保
全
に
実
際
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を

紹
介
し
ま
す
。 

　「協働」とは、目的や性格の異なる組織が、共通の社会的な目的
を実現するために、それぞれの組織の力を合わせ、特色を生かし
ながら、対等の立場で、共に考え、共に協力して働くことをいい
ます。 
　また「参加」とは、主として組織や企画された事業等に市民が主
体的に加わることや、協力することです。「参加」は、協働の礎で
あるとともに、市民のまちづくりへの夢を喚起します。市民の積
極的な参加によって、真の協働を進めることができます。 

「高岡市 市民と行政の協働のルール」より 

﹇
参
考
資
料
﹈ 

平
成
２０
年
版
環
境
・
循
環
型
社
会
白
書
（
環
境
省
） 

平
成
１９
年
版
こ
ど
も
環
境
白
書
（
環
境
省
） 

人
間
開
発
報
告
書
２
０
０
７
／
２
０
０
８
概
要 

（
国
連
開
発
計
画
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
） 

平
成
２０
年
版
男
女
共
同
参
画
白
書
（
内
閣
府
） 

﹇
協
力
﹈ 

本
田
恭
子
さ
ん
（
環
境
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
） 

●世界の二酸化炭素排出量 

協働とは？ 

平成19年版「こども環境白書」（環境省） 
　資料：日本エネルギー経済研究所編 
　　　「エネルギー・経済統計要覧（2007年版）」より 

地
球
温
暖
化
と
貧
困 

環
境
保
全
と
女
性
の
参
画 

全体では 
264億トン 
（二酸化炭素換算） 

アメリカ 
22.1%

中国 
18.1%

ロシア 
6.0%

日本 4.8%

その他EU 4.2% 
フランス 1.5% 
イタリア 1.7% 
イギリス 2.2% 
ドイツ 3.2%

カナダ 2.0%

オーストラリア 
1.3%

インドネシア 
1.3%

その他 
23.8%

EU旧15か国 
12.8%

インド 4.3%

韓国 1.8%
メキシコ 1.5%
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４
月
よ
り
富
山
県
は
、
全
国
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、

県
内
全
域
で
一
斉
に
レ
ジ
袋
無
料
配
布
取
り
止
め
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。
マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
運
動
に
長
年
に
わ
た
り

取
り
組
ん
で
き
た
『
た
か
お
か
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
を
進
め

る
市
民
の
会
』
の
会
長
、
辻
や
す
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。 

　
こ
の
会
は
、
平
成
１２
年
に
高
岡
市
連
合
婦
人
会
な
ど
を

中
心
と
し
た
一
般
消
費
者
と
事
業
者
、
高
岡
市
で
設
立
し
、

こ
れ
ま
で
マ
イ
バ
ッ
グ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。 

　
昨
年
に
は
、
富
山
県
レ
ジ
袋
削
減
推
進
協
議
会
が
立
ち

上
が
り
、
そ
の
後
、
県
内
ス
ー
パ
ー
な
ど
が
一
斉
に
無
料

配
布
を
取
り
止
め
た
の
は
、
県
民
の
行
動
力
、
事
業
者
の

理
解
と
決
断
、
そ
し
て
行
政
が
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
た

結
果
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
レ
ジ
袋
無
料
配
布
取
り
止
め
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
や

消
費
者
、
企
業
の
環
境
保
全
意
識
が
高
ま
り
、
温
暖
化
防

止
の
認
識
が
広
く
得
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
参
加
企
業

の
業
種
を
広
げ
る
こ
と
や
、
マ
イ
箸
・
わ
り
ば
し
回
収
活

動
、
包
装
紙
な
ど
の
削
減
も
視
野
に
入
れ
て
、
新
た
な
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
レ
ジ
袋
を
日
々
、
無
感
覚
に
使
い
続
け
る
意
識
を

改
め
、
い
ま
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
か
ら
地
球
を
守

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

環境にやさしいまちづくりをめざす 
市民グループ・企業・ＮＰＯ 

たかおか 
　マイバッグ運動を 
　進める市民の会 

会 長 

　辻  やす子さん 

　
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
取
り
止
め
へ
の
企
業
側
の
思
い
や
、

取
り
止
め
前
後
で
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
開
社
長
は
『
た
か
お
か
マ
イ
バ
ッ

グ
運
動
を
進
め
る
市
民
の
会
』
の
副
会
長
も
務
め
、
以
前

か
ら
、
レ
ジ
袋
を
必
要
と
し
な
い
お
客
様
に
ポ
イ
ン
ト
で

還
元
し
た
り
、
食
品
ト
レ
ー
の
回
収
な
ど
に
力
を
入
れ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
環
境
保
護
に
力
を
入
れ
よ
う
と
考
え
た
の
は
、
父
で
あ

る
先
代
社
長
の
頃
か
ら
の
社
訓
に
あ
っ
た
『
人
の
役
に
立

ち
た
い
』
と
い
う
奉
仕
の
心
を
形
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。
レ
ジ
袋
無
料
配
布
取
り
止
め
に
よ
っ
て
の
デ
メ
リ
ッ

ト
が
無
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ふ
だ
ん
は
競
争
相

手
で
あ
る
他
店
と
も
手
を
結
び
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
こ
と
は
、
大
き
な
意
義
が
あ

り
ま
す
。 

　
現
在
、
お
客
様
の
ご
理
解
に
よ
っ
て
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参

率
は
九
割
を
超
え
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
本
県
で
の

成
功
理
由
は
、
県
の
呼
び
か
け
で
多
く
の
ス
ー
パ
ー
が
参

加
し
た
こ
と
や
、
地
元
企
業
が
多
い
た
め
、
意
見
が
ま
と

ま
り
や
す
い
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　
今
後
は
一
歩
進
め
て
、
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
社
会
と
な
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

　
レ
ジ
袋
か
ら
出
る
二
酸
化
炭
素
の
量
は
、
全
体
か

ら
み
れ
ば
１
％
に
も
満
た
な
い
そ
う
で
す
が
、
環
境

保
全
の
た
め
に
は
、
大
き
な
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。 

株式会社 ヒラキストア 

代表取締役社長 

　開 　 貞 二さん 

　
ひ
と
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
を
、
意
識
や
シ
ス

テ
ム
の
ソ
フ
ト
面
と
、
道
路
な
ど
社
会
資
本
整
備
の
ハ
ー

ド
面
と
を
一
体
と
し
て
考
え
、
女
性
の
視
点
を
活
か
し
、

経
済
・
社
会
・
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
活
動
す
る
『
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ひ
と
・
み
ち
・
ま
ち
』
理
事
長
の
巴
陵
嘉
子
さ
ん
と
事
務

局
長
の
山
下
久
美
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

ＮＰＯ法人 
　　Ｎプロジェクト 
　　ひと・みち・まち 

理 事 長  

　巴陵 嘉子さん 
　　　　　　　　　（写真左） 

事務局長 

　山下久美子さん 

　
今
年
度
は
、
富
山
県
の
『
と

や
ま
夢
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
働
事

業
』
に
提
案
し
選
ば
れ
た
『
自
転
車
ｄｅ
地
域
デ
ザ
イ
ン
ｉｎ

高
岡
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
様
々
な

立
場
や
視
点
を
も
つ
人
々
に
参
画
し
て
も
ら
い
、
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
い
き
ま
す
。 

　
環
境
に
も
健
康
に
も
良
い
自
転
車
に
着
目
し
、
こ
れ
か

ら
の
高
岡
市
民
の
暮
ら
し
（
生
活
ス
タ
イ
ル
）
や
観
光
の

あ
り
方
を
み
ん
な
で
考
え
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
、
行
政
・

企
業
・
市
民
団
体
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
研
究
会
を
新
た
に

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し
合

い
、
高
岡
の
ま
ち
を
元
気
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

　
次
の
世
代
に
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
高
岡

を
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
自
転
車
を
通
し
て
、
話
し
合
い
の
輪
を
広
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
で
、
思
い
や
り
の
輪

も
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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冷
房
の
設
定
温
度
は
２８
℃
、
暖
房
時
の
室
温
は
２０
℃
に
し
よ
う 

水
道
の
蛇
口
は
こ
ま
め
に
し
め
よ
う 

ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
「
ｅ
ス
タ
ー
ト
」（
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
）
を
し
よ
う 

エ
コ
製
品
を
選
ん
で
買
お
う 

無
駄
な
レ
ジ
袋
は
断
ろ
う 

電
化
製
品
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
こ
ま
め
に
抜
こ
う 

マ
イ
カ
ー
に
乗
ら
ず
に
出
か
け
よ
う 

自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
緑
を
守
り
育
て
よ
う 

資
源
回
収
等
の
地
域
の
環
境
保
全
活
動
に
参
加
し
よ
う 

と
や
ま
の
旬
の
食
材
を
食
べ
よ
う 

Ａ
Ｃ
Ｔ
１
〜
６
：
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
の
取
り
組
み 

Ａ
Ｃ
Ｔ
７
〜
１０
：
と
や
ま
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
取
り
組
み 

ここに、「とやまエコライフ・アクト１０宣言」（富山県）や「高岡市環境指針」ほか、実際に地域や職場で行わ

れている地球温暖化防止のための取り組み、エコグッズなどを紹介します。「ＣＯ２（二酸化炭素）削減」をよ

り身近に感じ、私たち一人ひとりがそれぞれの場でできること、「Ｍｙエコ」を実践してみませんか。 

　※
３富

山
県
の
調
査
に
よ
る
と
、
県
内
の
二
酸
化

炭
素
を
は
じ
め
と
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
は
二
〇
〇
五
年
度
で
１
３
、１
８
７
千
ト
ン

（
一
九
九
〇
年
度
と
比
べ
る
と
４
・
６
％
増
・
二

酸
化
炭
素
換
算
）。
部
門
別
で
み
た
二
酸
化
炭

素
の
排
出
状
況
は
、
家
庭
部
門
が
一
九
九
〇
年

度
と
比
べ
て
３１
・
５
％
増
と
大
き
く
増
加
し
て

い
る
そ
う
で
す
。 

　
京
都
議
定
書
に
お
け
る
日
本
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
目
標
は
二
〇
〇
八
〜
二
〇
一
二
年
の

年
間
排
出
量
を
一
九
九
〇
年
度
比
で
６
％
削
減

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
私
た
ち
は
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、

美
し
い
地
球
・
住
み
や
す
い
地
域
を
残
す
責
務

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
、
そ
れ

は
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
を
持
ち
、

温
室
効
果

ガ
ス
６
％
削
減

と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
進

む
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
私
た
ち
自
身
が
発
信
者
と
な
り
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
地
域
か
ら
社
会
へ
、
さ
ら
に
は
国

や
地
球
全
体
へ
と
広
げ
、
世
代
を
超
え
て
多
く

の
方
に
参
加
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
次
世
代
に

つ
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

※
３
「
２
０
０
５
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
推
計

結
果
に
つ
い
て
」（
平
成
１９
年
　
富
山
県
） 

と
や
ま
エ
コ
ラ
イ
フ
・
ア
ク
ト
１０
宣
言 

そ
の
ほ
か
、エ
コ
グ
ッ
ズ
や
知
恵 

ＡＣＴ
１ 

ＡＣＴ
２ 

ＡＣＴ
３ 

ＡＣＴ
４ 

ＡＣＴ
５ 

ＡＣＴ
６ 

ＡＣＴ
７ 

ＡＣＴ
８ 

ＡＣＴ
９ 

ＡＣＴ 
１０
 

マイ  

○
環
境
保
全
を
行
っ
て
い
る
市
民
グ
ル
ー
プ

や
自
治
会
、
学
校
な
ど
で
行
わ
れ
る
資
源

回
収
や
美
化
活
動
に
参
加
し
、
美
し
い
地

域
環
境
の
保
全
に
努
め
る
。 

○
地
産
地
消
や
緑
化
、
万
葉
線
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
の
利
用
な
ど
、

地
域
に
根
ざ
し
た
課
題
に
つ
い
て
学
び
、

環
境
保
全
活
動
に
つ
な
げ
る
。 

な
ど 

○
省
エ
ネ
や
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
の
開
発 

○
物
流
シ
ス
テ
ム
を
見
直
し
、
輸
送
車
数
を

減
ら
す
工
夫
を
す
る
。 

○
ク
ー
ル
ビ
ズ
や
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を
取
り
入

れ
、
オ
フ
ィ
ス
内
の
冷
暖
房
の
利
用
を
少

な
く
す
る
。 

○
ト
イ
レ
や
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
の
電
灯
を
人

感
セ
ン
サ
ー
付
き
の
も
の
な
ど
に
し
て
、

不
用
な
電
力
を
使
わ
な
い
。 

○
自
然
光
を
利
用
し
、
支
障
の
な
い
範
囲
で

オ
フ
ィ
ス
の
電
灯
を
間
引
き
す
る
。 

○
事
務
用
品
な
ど
は
環
境
に
配
慮
し
た
も
の

を
優
先
的
に
購
入
す
る
。 

な
ど 

○
※
１３

Ｒ
の
推
進
。 

○
冬
に
は
カ
ー
テ
ン
を
厚
地
に
し
、
室
温
を
保
つ
。 

○
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
給
湯
器
・
家
電
製
品
を

選
ぶ
。 

○
駐
停
車
中
は
エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
た
り
、
無
駄
な
荷
物
を
積
ま

な
い
な
ど
、「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」
を
す
る
。 

○
節
水
型
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
や
、
蛇
口
用
節
水
器
具
を
使
う
。 

○
ス
イ
ッ
チ
で
電
源
を
オ
ン
・
オ
フ
で
き
る
エ
コ
タ
ッ
プ
（
延
長
コ
ー
ド
）

を
利
用
す
る
。 

○
開
け
た
時
に
冷
気
を
逃
が
さ
な
い
、
冷
蔵
庫
用
カ
ー
テ
ン
を
使
う
。 

○
白
熱
電
球
を
電
球
型
蛍
光
ラ
ン
プ
に
変
え
て
消
費
電
力
を
抑
え
る
。 

○
廃
て
ん
ぷ
ら
油
や
わ
り
ば
し
回
収
へ
の
協
力
。 

○
※
２環

境
家
計
簿
を
つ
け
る
。        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

な
ど 

※
１
　
３
Ｒ
…
…
リ
デ
ュ
ー
ス（R

e
d
u
c
e
 

廃
棄
物
の
発
生
抑
制
）、
リ
ユ
ー
ス（R

e
u
s
e
 

再
使
用
）、
リ
サ
イ
ク
ル（R

e
c
yc
le
 

再
資
源
化
）
こ
の
３
つ
の
英
語
の
頭
文
字
を

取
っ
て
３
Ｒ
と
い
う
。
環
境
と
経
済
が
両
立
し
た
循
環
型
社
会
（
天
然
資
源
の
消

費
量
を
減
ら
し
て
、
環
境
負
荷
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
た
社
会
）
を
形
成
し
て

い
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。 

※
２
　
環
境
家
計
簿
…
…
家
庭
で
の
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
等
の
使
用

料
や
支
出
額
を
集
計
し
て
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
環
境
負
荷
を
計
算
で
き
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
た
家
計
簿
の
こ
と
。 

家庭で 
できること 

職場で 
できること 

地域で 
できること 

私たち、一人ひとりにできること  

ま
ず
は
、一
人
ひ
と
り
の 

     

自
覚
か
ら
始
め
よ
う 
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私
に
は
、
小
学
二
年
生
の
長
男
と
年
長

の
二
男
、
二
人
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。
そ

し
て
、
も
う
す
ぐ
三
人
目
の
子
ど
も
が
生

ま
れ
ま
す
。 

　
ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
紹
介
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
長
男
は
す
ぐ
泣
く
、

泣
き
虫
お
兄
ち
ゃ
ん
。
二
男
は
何
を
す
る

に
も
ど
こ
へ
行
く
に
も
お
兄
ち
ゃ
ん
と
一

緒
じ
ゃ
な
い
と
駄
目
な
、
甘
え
ん
坊
。『
ぼ

く
の
育
児
』
と
い
っ
て
も
何
も
や
れ
て
な

い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て

何
を
し
て
い
る
か
な
と
考
え
て
み
る
と
…
。 

　
毎
日
、
長
男
を
学
校
へ
送
っ
て
行
く
こ

と
と
、
休
日
は
二
日
あ
る
う
ち
の
一
日
は

子
ど
も
二
人
を
連
れ
て
遊
び
に
出
か
け
て

い
ま
す
。
普
段
、
仕
事
で
遊
ん
で
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
休
み
の
日
ぐ
ら

い
は
三
人
で
思
い
っ
き
り
遊
び
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
マ
マ
を
ゆ
っ
く
り
さ
せ
て
あ
げ

た
い
気
持
ち
も
あ
る
の
で
、
男
同
士
で
公

園
や
い
き
い
き
元
気
館
（
氷
見
市
に
あ
る

体
育
館
）
に
出
か
け
ま
す
。
そ
こ
で
、
家

で
も
や
っ
て
い
る
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
て
遊

び
ま
す
。「
も
う
い
い
か
い
」「
ま
ぁ
だ
だ

よ
」
必
ず
私
が
鬼
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち

を
探
し
ま
す
。
家
で
は
隠
れ
る
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
探
し
が
い
が
あ
る
の

で
す
が
、
公
園
や
い
き
い
き
元
気
館
で
は

す
ぐ
に
見
つ
け
ら
れ
ま
す
。
で
も
、
分
か

ら
な
い
ふ
り
を
し
て
探
す
の
も
私
の
役
目

で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
見
つ
け
ら
れ
る
と

必
ず
走
っ
て
逃
げ
回
り
、
そ
こ
か
ら
鬼
ご

っ
こ
が
始
ま
り
ま
す
。
走
っ
て
、
走
っ
て

…
帰
る
こ
ろ
に
は
私
も
子
ど
も
た
ち
も
く

た
く
た
に
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
帰
っ
て
か
ら
は
眠
た
い
目
を
こ
す
り
な

が
ら
、
マ
マ
が
作
っ
て
く
れ
た
お
い
し
い

ご
飯
を
食
べ
て
、
そ
の
あ
と
三
人
で
お
風

呂
に
入
り
、
歯
を
磨
き
「
マ
マ
お
や
す
み

な
さ
い
」
と
言
っ
て
三
人
で
川
の
字
に
な

っ
て
寝
ま
す
。 

　
普
段
は
母
親
に
任
せ
っ
き
り
の
育
児
で

す
が
、
休
み
の
日
く
ら
い
は
少
し
で
も
自

分
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

私
の
や
っ
て
い
る
『
ぼ
く
の
育
児
』
だ
と

思
い
ま
す
。 

活動登録団体紹介  活動登録団体紹介  活動登録団体紹介  高岡市男女平等推進センター 

ぼ
く
の
育
児
育
児 

日
記
日
記 

ぼ
く
の
育
児 

育 育 

＆ 

日
記 

高岡家庭教育研究グループ ほほえみ会 か よ う 会 

上記の団体・グループへのお問い合わせは、高岡市男女平等推進センターＴＥＬ（０７６６）２０－１８１０まで。 
センターのホームページ（http://www2.city-takaoka.jp/gec）でも、登録団体・グループを紹介しています。 

あなたのグループもセンターに登録しませんか？ あなたのグループもセンターに登録しませんか？ 

自 

食と食育に興味・関心があり、地域での関わりの中で自己
研修をしていこうというグループです。日常生活の中で、
男女関係なく食の自立を目指している人を支援するため、
“あしつきふれあいの郷”において、利用者と共に昼食を
作り、昼食会に参加しています。ボランティアについても様々
な話し合いの中で学習しているところです。食に関心の
ある方、共に学びませんか？ 参加をお待ちしております。 

家庭崩壊が深刻化している今日を憂い、子育て経験者の
私たちが“東京家庭教育研究所”で学んだテキストからテ
ーマを選び研修し、日常生活の中での悩みや問題をお互
いに出し合い、話し合っています。「個人を尊重し命の尊
さを大切に」を基本理念に、「子どもに学ぶ家庭教育」つ
まり、相手を変えるのではなく、相手の視点に立って事象
から学び、情操豊かな人間らしい人間にと・・・。皆さんで
楽しく明るく語り合うふれあいの場としています。 

男女平等・共同参画の推進に関する

活動を展開しようとする団体で、次の

事項を満たしていることを条件とし

ています。 

登
録
団
体
と
は 

メ
リ
ッ
ト
は 

○センターや他の団体との情報交換がスムーズになります。 

○活動のための物品が収納できるロッカーが使用できます。 

○希望される団体は、センターのホームページで活動内容を紹介します。 

5人以上の構成員を有する。 

目的をもって計画的な活動を実施している。 

代表者が高岡市に住所があるか、在勤・在学している。 

営利を目的としていない。 

1 

2 

3 

4

ご 存 じ で す か ？ 

●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●● 活動の場が広がりそう！ 

●●●●●●●●●● ●●●●● これは便利！ 
●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●● 仲間が増えるかも！ 

2008年 
7月末現在の登録 

47団体 

浜本　徹さん 
氷見市在住。伏木郵便局
勤務。子ども2人と妻の4
人家族。36歳。 
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第
二
次
世
界
大
戦
後
の
数
年
間
、
亀
岡
さ
ん

は
市
内
の
小
学
校
に
勤
め
て
い
た
。 

　「
当
時
の
子
ど
も
た
ち
は
、
働
き
盛
り
の
父

親
を
戦
争
に
連
れ
て
行
か
れ
た
り
、
戦
死
に
よ

っ
て
失
っ
た
り
、
食
糧
事
情
の
困
難
な
家
庭
環

境
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
母
の
大
き
な
慈

し
み
や
、
祖
父
母
の
愛
に
守
ら
れ
、
ま
た
近
所

の
人
々
に
支
え
ら
れ
、
と
て
も
素
直
に
、
丈
夫

に
育
っ
て
い
ま
し
た
。
国
語
の
時
間
に
詩
を
書

い
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
に

純
真
で
や
さ
し
く
、
感
動
す
る
作
品
ば
か
り
で
、

私
は
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
何
と
し
て
も
真
っ

す
ぐ
に
美
し
く
育
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
そ
し

て
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
で
あ
る
こ
と
を
心

か
ら
願
い
ま
し
た
」 

　
平
和
が
取
り
戻
さ
れ
る
と
、
世
の
中
で
は
忘

れ
ら
れ
、
お
ざ
な
り
に
さ
れ
て
い
た
文
化
的
な

情
操
的
教
育
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
教
師
も
自
分
自
身
を
磨
く
必
要
が
あ
っ

た
た
め
、
亀
岡
さ
ん
も
京
都
か
ら
疎
開
し
て
い

た
日
本
画
家
の
も
と
に
通
い
、
絵
を
描
い
た
。

基
礎
は
難
し
か
っ
た
が
、
大
切
な
の
は
感
性
や

個
性
で
あ
り
、
人
の
模
倣
で
は
い
け
な
い
と
思

っ
た
。 

  

　
亀
岡
さ
ん
は
、
結
婚
が
決
ま
っ
た
の
を
機
に

職
を
辞
し
、
和
裁
や
生
け
花
の
花
嫁
修
業
を
す

る
。「
喰
い
っ
ぱ
ぐ
れ
の
な
い
農
家
が
よ
い
だ

ろ
う
」
と
い
う
父
母
の
薦
め
に
従
っ
て
嫁
い
だ

先
は
、
義
父
母
と
夫
の
弟
妹
三
人
の
い
る
七
人

家
族
。
そ
し
て
手
作
業
の
厳
し
い
重
労
働
が
待

っ
て
い
た
。
亀
岡
さ
ん
は
、
こ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ

に
課
せ
ら
れ
た
運
命
と
従
っ
た
。 

　
し
か
し
、
働
い
て
疲
れ
て
眠
る
だ
け
の
日
々

は
、
泥
沼
に
足
を
と
ら
れ
て
先
の
見
え
な
い
生

き
方
に
思
え
て
な
ら
ず
、
こ
れ

で
は
い
け
な
い
と
常
に
感
じ
て

い
た
。
そ
の
う
ち
に
義
父
母
が

次
々
に
病
気
に
な
り
、
小
学
生

の
子
ど
も
二
人
を
抱
え
て
の
家

事
と
家
業
、
病
院
へ
の
寝
泊
り

や
介
護
で
は
、
体
が
壊
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
そ
う
だ
。 

　
義
父
母
を
見
送
り
、
三
人
の

弟
妹
を
独
立
さ
せ
、
二
人
の
息

子
に
手
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た

頃
、
亀
岡
さ
ん
は
ス
ト
レ
ス
解

消
に
と
東
京
の
同
人
誌
や
高
岡
の
「
北
日
本
四

季
の
会
」、
富
山
の
「
北
日
本
い
こ
い
の
会
」

に
も
参
加
し
、
日
頃
の
思
い
を
書
き
送
る
よ
う

に
な
る
。 

　「
例
会
で
は
研
修
し
、
文
学
散
歩
で
は
視
野

を
広
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
同
好
の
楽
し
い
会
で
、

年
四
回
の
文
章
発
表
と
出
版
の
喜
び
が
味
わ
え

る
の
で
す
」 

  

　
五
十
歳
の
頃
、
亀
岡
さ
ん
は
夫
に
言
っ
た
。

「
週
に
一
回
だ
け
、
夜
の
片
付
け
を
済
ま
せ
た

ら
、
九
時
頃
ま
で
暇
が
ほ
し
い
。
仕
事
は
ち
ゃ

ん
と
し
ま
す
か
ら
」
と
。
は
じ
め
は
難
色
を
示

し
て
い
た
夫
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
協
力
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

　
先
ず
、
尺
八
の
音
に
誘
わ
れ
て
民
謡
を
習
い
、

後
に
三
味
線
か
ら
太
鼓
、
謡
か
ら
長
唄
へ
と
幅

を
広
げ
た
。
さ
ら
に
、
頼
ま
れ
て
三
味
線
の
出

稽
古
に
行
き
、
共
に
楽
し
む
日
々
・
・
・
。 

　
家
で
は
菊
の
露
地
栽
培
を
し
て
い
た
の
で
、

花
作
り
教
室
へ
月
二
回
出
か
け
て
研
修
を
受
け

る
。
そ
し
て
今
度
は
、
花
が
美
し
い
と
眺
め
る

だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
描
く
こ
と
に
。
日
本

画
を
習
っ
て
、
写
生
会
や
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
を
楽

し
む
。
公
募
展
に
出
展
す
る
機
会
も
多
く
、
過

去
に
七
、
八
回
の
入
賞
経
験
が
あ
る
。
唄
う
楽

し
さ
、
書
く
こ
と
、
描
く
こ
と
が
亀
岡
さ
ん
の

「
活
き
る
力
」、
健
康
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
と
い

う
。 

  

　「
学
生
時
代
に
少
し
作
文
を
ほ
め
ら
れ
た
と

か
、
学
級
発
表
の
際
に
は
絵
画
を
出
さ
せ
て
も

ら
っ
た
だ
け
の
さ
さ
や
か
な
喜
び
や
、
地
区
の

音
楽
会
で
独
唱
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
小
さ
な
出

来
事
が
、
後
々
ま
で
も
大
き
く
影
響
し
、
私
自

身
を
活
か
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
書
く
こ
と
は
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り

ま
す
し
、
そ
の
時
々
の
世
相
、
少
年
問
題
、
老

人
の
現
状
を
見
聞
し
て
、
悲
し
み
、
怒
り
を
表

現
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
旅
を
し
て
驚
き
、

新
し
く
発
見
し
た
こ
と
は
私
自
身
の
活
き
る
力

と
な
っ
て
い
ま
す
し
、
ま
た
、
文
章
に
す
る
こ 

と
で
、
訴
え
、
知
ら
せ
、
共
感
を
得
、
争
い
の

な
い
平
穏
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
、
皆
で
祈

り
た
い
の
で
す
」
と
話
す
。 

　『
越
中
昔
も
の
が
た
り
』
の
出
版
に
当
た
っ

て
は
三
十
年
来
、
書
き
続
け
て
き
た
も
の
の
中

か
ら
、
特
に
郷
土
越
中
に
ま
つ
わ
る
十
一
編
の

歴
史
上
の
物
語
、

事
件
な
ど
を
収

め
た
。
越
中
の

地
を
蹂
躙
し
続

け
た
戦
国
抗
争

や
藩
政
時
代
の

失
政
で
天
災
、

水
害
、
飢
餓
に

底
辺
の
民
が
塗
炭
の
苦
し
み
を
味
わ
う
、
厳
し

く
悲
し
い
歴
史
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

　
五
十
代
を
転
機
に
、
自
分
ら
し
く

活
き
る

道

を
見
つ
け
て
歩
ん
で
き
た
亀
岡
さ
ん
は
、

次
な
る
歴
史
物
や
絵
画
の
制
作
に
も
意
欲
的
で
、

い
き
い
き
と
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。 

じ
ゅ
う
り
ん 

と   

た
ん 

終
戦
直
後
の
子
ど
も
た
ち
の
周
辺 

結
婚
、
人
生
自
分
流

 

民
謡
、
三
味
線
、
創
作
、
日
本
画 

『
越
中
昔
も
の
が
た
り
』
を
出
版 

（
一
九
二
八
〜
） 

　「
地
元
の
人
に
郷
土
の
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
」
と
、
亀
岡
さ
ん

（
砺
波
市
在
住
）
は
二
年
前
に
『
越
中
昔
も
の
が
た
り
』
を
出
版
。

前
田
利
長
と
高
岡
城

を
は
じ
め
、

来
年
に
は
開
町
四
百
年
を
迎
え
る
高
岡
市
に
ま
つ
わ
る
物
語
も
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
結
婚
前
の
数
年
間
、
高
岡
市
内
で
小
学
校
教
師
を
し
て
い
た
経
験
も
あ
る
亀
岡
さ
ん
は
、
五
十
代
で

民
謡
、
太
鼓
、
三
味
線
、
文
芸
、
日
本
画
の
道
に
。
常
に
向
上
心
と
信
念
を
持
っ
た
生
き
方
を
さ
れ
て

き
た
亀
岡
さ
ん
に
興
味
深
い
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

教師時代の綾子さん 

7



発行／高岡市男女平等推進センター 

〒９３３－００２３ 高岡市末広町１－７（ウイング・ウイング高岡６階） 
電話／０７６６－20－1810　ＦＡＸ／０７６６－20－1815 
E-mail／gec@office.city.takaoka.toyama.jp 
ホームページ／http://www2.city-takaoka.jp/gec/

●「ありーて」は上記のＨＰでもご覧いただけます。 
●この情報誌に関するご意見・ご感想をお待ちしております。 

ありーて キャラクターデザイン ： 山崎 可菜さん（高岡市在住） 
 表紙イラスト ： 川縁 晴津子さん（ありーて編集員） 

高岡市男女平等推進センター 

高岡市男女平等推進プラン情報誌

「ありーて」は男女平等・共同参画

の推進を目的に、公募による市民

編集員が企画・編集しています。 

【編集委員】 青島　幸子  

 川縁晴津子  

 久湊　洋子  

 山田　美紀  

わが家・わが社・わが高岡（地域）の“男女平等”について、
あなたの体験談を募集します。 
　　「ここがすばらしい」　「こんなに変わったよ」 
　　「ここがいい」　　　「こんなに幸せになれたよ」 
　　「ここが変だよ」　　　　　　　　　　　　など 
 
◆募集期間　９月３０日（火）まで 

◆応募方法 
男女平等推進センターや市役所１階ロビー、各支所、
公民館などに置いてある応募用紙にて、郵送・ＦＡＸ、
またはセンターのホームページからも応募できます。 

◆表 彰 式　１１月１日（土）午後１時３０分～ 
　　　　　ウイング・ウイング高岡４階ホール 

（詳細はセンターホームページなどでご確認ください） 

　「男女平等・共同参画都市宣言」を１１月に迎えよう

としている高岡市。準備に取り掛かる熱心な市民活

動の真っ只中にいると、ふと４月に行った南アフリカ

共和国の旅を想い出す。 

　かつては男女不平等どころか、黒人には選挙権も

発言権も無く、白人専用の公園に入っただけで逮捕

されると云われた人種隔離政策（アパルトヘイト）の

国。その下では、子どもさえも投獄されたという。

そんな国が、１９９０年に今の政権政党アフリカ民族会

議のネルソン・マンデラ氏が釈放されたのをきっかけ

に、１９９４年には民主化が達成された。そして世界

で最も民主的といわれる憲法が作られ、人々が真に

平等に暮らせる社会基盤が実現できたと聞く。それ

から十数年が経過した南アフリカの現地を旅して、「是

非この目で生まれ変わった国の姿を見たい」と感じ

ての旅だった。 

　３０時間かけてヨハネスブルグに到着し、まず目に

飛び込んできたのは国道の両側にある多くのスラム

地域。電気も水道も無いバラックが立ち並んでいる

ではないか。現地ガイドに訊ねると貧困地域と富裕

層が住む地域もまだ存在するし、子どもたちの教育

施設や教材の格差もまだあるという。そんなに簡単に、

多様な人種、民族、宗教、言語、複雑多岐な文化が、

貧富の差の無い国になるはずもなかったのだ。 

　現地村の人々に疑問をぶつけると、辛抱強く対話

を続けたお陰で、今は民主化を果たしたという誇りと、

あらゆる違いを尊重し認め合う社会づくりに努力して

いる様子が伺えた。何よりも食料の自給自足で自立

することからと捉え、「各人が自信や誇りの持てる暮

らしができるよう、お互いに助け合い共に乗り越える

のだ」と目を輝かせながら老若男女が熱き未来を語

ってくれた。そして、私たち観光客にも「自立心を

育てるためにも、安易に子どもたちに物を与えるな」

と厳しく諭した。 

　晴れ渡った真っ青な空と、広大な川と、大地に太陽、

この大自然の恵みの中で、野生も人間も謙虚に生き

るこの国には、どんな時も歌声が絶えなかった。明

るい希望に満ち、２０１０年にはサッカーワールドカッ

プも開催される南アフリカの変化に喜び、わが高岡

市の環境に暮らせる幸せを感じている。「男女平等・

共同参画都市宣言」も１７万人の高岡市民みんなで盛

り上げ、意識の醸成を図りたい。 

高岡市男女平等推進センター 

　　　所 長 　野 村 乙 美  

わたしの思う男女平等 今年のテーマ 

優秀作品には 
賞品を添えて 
表彰いたします。 
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